『英雄の苦悩』　　　　　　　　　　　　　　　　
ジョーズ

プロローグ
　私は絶望していた。
　五人の大人が私を取り囲んでいる。登ることなどできない無慈悲な現実を突きつける岩壁を背に、私はただただ震えていた。
　戦争している相手の国が、子供を連れ去るという話は聞いていた。無理やりにいうことを聞かせ、やりたくもない仕事をやらされると聞いた時は、絶対に連れ去られたくないと思った。死ぬよりも恐ろしいことだと思った。
　そして今、私は連れ去られようとしている。
　涙が止まらない。怖くて叫ぶこともできない。どうしてこうなったんだろう。この辺りで戦闘は起こっていないし、ちょっと出かけるくらいなら危険なんてなかったはずなのに。
　大人たちはにたにた笑っている。その笑みが私にはりついていくみたいで気持ち悪かった。

　助けて。叫ぼうとしても声が出ない。あ、あ、というか細い声しか出ない。どうして出ないの！
男が一人、前に出た。ああ、連れ去られる、と考えた。途端に目眩がした。何も考えられなくなった。
大きな手が伸びてくる。私は反射的に目を閉じた。無駄だと分かっていても、現実を見たくはなかった。
　これからのことを考えると、次から次へと涙が溢れ、つぶった目から流れ落ちた。
　しかし、いつまで経ってもそのままだった。私はまだ捕まらない。代わりに、う、だとか、あ、だとか小さな声、続いて何かが地面に倒れるような音が聞こえてきた。
　恐る恐る目を開けると、私を取り囲んでいた大人は全員倒れていた。いや、倒されていた。
　私と変わらないくらいの背丈の、少年に。
「大丈夫？」
　大の大人五人を倒した少年は、けれどその行動に似合わず、無邪気な笑顔を浮かべた。手には銃を持っていた。
「あ、あなたが、倒したの？」
「うん、そうだよ。それより早く安全な場所に行こう」
　少年はさも当然のように言い、私の手を引いてくれた。
　私はすぐには事態が呑み込めなかった。気付いたら避難場所にいて、気付いたら戦争は終わっていた。
　終わらしたのは、あの少年だという。そして彼は元の世界に帰っていったそうだ。
　血も涙もない、と大人たちは笑いながら言っていた。彼のことなのだろうか。とても褒めてるみたいだった。
　私はあの人の笑顔を思い出した。とても安心できる顔だった。いつかまた会えるだろうか。そう言えばまだお礼だって言っていない。助けてくれてありがとう、って言いたいのに。
　それからは毎日、時間があればあの人のことについて考えていた。どんな人なんだろう。好きな色は何かな？　好きな動物は何だろう？　好きな花は？　いつもどんなことをしているのかな？
　あの人に関する一切が知りたかった。想像上でのあの人はとても優しくて素敵だったけど、やっぱり本物には敵わない気がした。
　成長しても、あの人への思いはなくならなかった。

　元の世界ってどこにあるんだろう。いつか行ってみたいなぁ。ううん、絶対に行かないと。会って、お礼を言わないと。
　私のこと、覚えていてくれてるかな？　覚えていてくれると、嬉しいなぁ。
　あの人のことを考えると、胸がぽかぽかしてくる。私はこの感覚が好きだった。あの人が私を温めてくれているみたいで。
　しばらく経ってから、私はこの感覚をなんと呼ぶのか知った。知ってからはますます、あの人のことばかり考えるようになった。
　あの人に会いたい。ううん、会うだけじゃダメ。あの人に認められるくらいなってないと、恥ずかしくて会えない。
　遮二無二努力して、自分磨きに励んだ。いつかあの人に会うために、そしてあの人に褒めてもらうために。その時を想像すると、どんな苦しい訓練にも耐えられた。

　そしてあの人に救われてから九年近く経ったある日、事件は起こった。
１　
　終業のチャイムが鳴り、今日の授業の終わりを告げる。教師が去り途端に騒がしくなる教室で、俺はガッツポーズをするかのように両腕を高く上げ、体を伸ばした。
「よう青木、お疲れ」
「疲れたよ」
　机にやってきた村野に愚痴をこぼす。今日の授業は本当にしんどかった。
クラス替えが終わったばかりの新学期初授業、一番気が緩みやすい高校二年生になったばかりの俺たちに喝を入れようとでも考えたのか、全ての授業で生徒に対し問題が出された。ただの偶然だったのかもしれないが、一年の時も授業中に生徒に問題が出されることはあったし、問題内容も一年の授業内容の軽い復習程度の難度だったから、それは別に良かった。
　辛かったのは毎度俺が指名されることだった。日付と同じ出席番号の生徒がよく指名されることは一年の頃から分かっていたが、まさか全ての授業で指名されるとは思わなかった。三限でも指名されたときは「六授業連続で指名されたりして」という冗談を村野と言いあってはいたが、お互い本気にはしてなかった。しかし四限、五限と続いていくうちにその話は（村野によって）クラス全体に蔓延していき、六限で俺が指名されたときには拍手までされた。何事かといぶかしむ教師に村野が説明すると、教師も笑って「ビシッと答えてくれ」と言われた。羞恥に顔を染めながら回答すると、教師にまで拍手された。とても居た堪れなかった。
　そんなわけで、今日の授業は精神的にかなり疲労したのである。
「いやぁでも良かったじゃん。これでお前の名前を知らないクラスメイトはいなくなったぜ。六限連続指名されるという偉業を達成したんだからな、青木！」
「嬉しくないんだが」
　目立つのはあまり好きじゃない。それもそんなしょうもない理由で。教師にまで広まりあいつなら答えられるなどと思われても面倒だ。
「でも指名されたのがお前だから良かったんだぜ。指名された奴が分からなくってぼそぼそ何か喋ってたら、クラスの雰囲気が悪くなってたかもしれないしな。その点お前は完璧だった。見事全てに答えて見せ、最高の話のネタを提供してくれた。お前は今、誇っていい」
「誇るほどのものじゃないと思うけど」
　授業にさえ出てれば分かる問題ばかりだったし。

「いやいや、少なくとも俺には真似できないぞ」
「それはお前が授業中に寝てるからだろ」
「部活とゲームやってるとな、ついつい睡眠がおろそかになるんだ。そして授業中にそれを補っているのさ」
「学生の本分をはき違えているぞ」
「寝るなと言うのか！」
「そっちじゃない」
「ともかくだ！」誤魔化した。「お前は勉強できるやつとして見られることになる。これからもクラスの模範となってくれ」

「嫌だよ」目立つのは嫌いなんだって知ってるくせに。
「じゃあせめて俺の模範になってくれ。テスト前に」
「それが狙いか」笑って返す。一年の時も、同じクラスだった俺たちはよく一緒に勉強したものだった。主に俺が教えてるようなものだったが、それはそれで俺の勉強になる。「時間があればな」
「ありがたい」村野も笑った。
　そこで担任教師が入ってきて、ホームルームが始まった。
　木曜部には部活がある村野と別れ、一人帰路を歩きながらこれから何をしようかと考える。
担任教師の言葉によると、入学したてで何も分からない高校一年生や、受験に向け勉強に励む高校三年生と比べ、高校二年生は時間に余裕があるそうだ。「正確には高校生活に慣れてきた一年次の後半から進路選択までまだ猶予のある二年次の前半にかけてかもな」とすぐに意見を変えたためどっちなんだと心中でツッコミを入れたが、どちらにしろ僕には時間があるようだ。
担任教師の言葉はこう続いた。「今のうちに目いっぱい青春を楽しめ」だらだらと続く校長の言葉よりよっぽど心に残ったが、さて、どう青春を楽しんだものやら。
自宅に着くと、ただいまと言って玄関を開ける。返事はないのは分かっているが、帰ったらただいまと言い、出るときはいってきますというようにしていた。
リビングの隅に荷物を置くと、制服のままソファに沈み込み、息を吐いた。息は広すぎる部屋に拡散していき、どこへなりと消えていった。
元々は家族四人で住んでいた家だったのだが、俺が中学二年生の頃、父親が単身赴任で海外に行き、それに母と姉がついていったため、今は俺一人が住んでいる。当時は俺も誘われたが、断固として残ることを選んだ。この家を管理する人間は必要だし、一人暮らしを経験してみたいと力説し、何とか認められた。姉は最後まで俺に来てほしかったみたいだが、俺はどうしてもこの家から離れたくなかった。
一人暮らしも、案外楽なものだった。一人暮らしを始めて一年もたたないうちに料理はそこそこ上手くなったから食生活は問題なく、仕送りがあるからアルバイトなんてしなくてもいい。掃除や洗濯は親の手伝いがてら一通り覚えていたため、生活がままならないなんて事態には陥りようがなかった。
そんなわけで、今の俺は時間も空間も余りある状態だった。ただし、あるだけだ。持て余していると言ってもいい。趣味と言った趣味もないし、学校の課題や予習復習を一通り終わらせばもうそれでやることがなくなってしまう。一緒に遊ぶ相手もいないし、ゲームはある時期から避けるようになった。結局その後だらだらと家事に従事し眠るだけといった生活だった。青春などという言葉とは程遠い。
いっそのこと何でもいいから面白そうな部活動に入ってしまえばいいのだろうが、生憎俺はそういったことができないのだ。
できない。というかやらない。
それは俺が自分に課したルールだった。来るべき時が来るまで、例え死ぬまでその時が来なかったとしても、俺はできる限りこの家に居続けなければならないという、ルール。俺が海外についていかなかったのも、そのルールのためだ。本来なら学校にさえ行くべきではないのかもしれないが、その時が来た場合、その後のことを考えれば教育機関には属さなければならなかった。しかし、あくまで最低限だ。部活動などといった、やらなくてもいいことで家から離れることは許さなかった。
もしかしたらいつの日か、そのルールを破るときが来るかもしれない。でもそれは今じゃない。俺はまだ、俺を許せていないから。納得させていないから。

俺は天井を、その先にある殆ど足を運ばない一室を見上げる。俺が今も縛られる過去か、そこに――
「……何だ？」
　気のせいだと思った。だがよくよく耳を澄ませると、確かに二階から音が聞こえた。それも足音だとか何かが床に落ちて鳴るような物音じゃない。ひゅううと、風の音のような、室内で響くには異様な音だった。

「まさか」
　俺は二階に駆け上がった。両親の寝室、姉の部屋を通り過ぎ、一人暮らしが始まってからろくに行かなくなった、かつての俺の部屋へと向かう。鍵を開けて中に入った。
　勉強机と寝台くらいしかない、薄暗く、殺風景な部屋が闇に浮かび上がっていた。一切の光が入らないよう、いや、洩れないようにしている部屋の中を、扉から入る光だけでここまで鮮明には映せない。
光源は部屋の中にあった。めくれそうな絨毯の下から、光と音が洩れていた。
急いで絨毯を取り除いた。途端、びゅうと音を鳴らし風が全身に当たった。絨毯の下、そこでは両親にさえ隠していた、床に刻まれた幾何学模様、魔法陣が光っていた。
やっぱりあれは、夢じゃなかったんだ。
これで何度目になるだろう。俺は記憶の中から、今と同じ景色を甦らせる。あの時はまだ身長が短かったから若干今とは違う景色だが、それでも確信するには十分だ。
光と風はますます強くなる。部屋全体が照らされ、気を緩めると倒れてしまいそうな強い風が吹き荒れた。そうだ、俺はずっとこれを待っていたんだ。す、と左手を机の上に添える。
これでようやく、解放される。

やがて、魔法陣は、ごうという風と共に、一際強く輝いた。俺はたまらず右手で目をかばい、全身に力を込め倒れまいと努めた。
暫くして、風は止んだ。瞼を突き抜ける光も消え失せたみたいだ。
ゆっくりと目を開ける。部屋は薄暗い闇の中に戻っていた。ただし、明らかな変化も起こっていた。
扉から入るわずかな光で、その影は浮かび上がっていた。俺よりも若干低い背丈だ。
電気をつける。魔法陣の中心に立っていたのは、明るい程に青い髪の少女だった。白い軍服のようなものを身に着けている少女は、祈るように手を組み、目を閉じていた。
　果たして、少女が目を開けた。そして俺の顔を見ると、とても驚いた風に息を飲んだ。
「あ、あの、あなたは、アオキヒデオさまですか？」
　少女は日本人と何ら変わらぬ口調と声音で、おずおずと尋ねてきた。俺は悠然と頷く。

「ああ、俺は青木英雄だ」
「間違い、ないのですね。ああ、やっと、やっと会えた！」
　感極まったのか、少女は飛びかかるようにして抱き着いてきた。
　俺は少女の肩を叩き、離れるように促す。
「す、すみません、ずっとお会いしたかったもので」
　少女は涙ぐみながら離れると、一転真剣な表情をして語り始めた。
「申し遅れました。私はネイティアと申します。シスカ王国の王直属軍隊長です。我が国では今、クーデターが起こっています。かつての大戦で守備兵団団長であった男が、元守備兵団を率いて、突如として王国に反旗を翻したのです。すぐに正規軍に拘束を命じましたが、正規軍の中にも彼らに与する者が大勢現れ、勢力図は一気にひっくり返りました。彼らは王女様を人質に、この国を乗っ取ろうと考えているようです。本来なら我々が対処すべき事態なんでしょうが、彼我の戦力差は圧倒的で、とても太刀打ちできません。どうか、暴動鎮圧と王女様救助に、お力をお貸し願えないでしょうか？」
　一気にまくしたて、頭を深々と下げる。なる程、そういう事情か。

「顔を上げてくれ、えっと、ネイティア？」
「は、はい！　では……」
　期待に満ちた目を向けられた俺は、ずっと前から用意していたセリフを放った。

「悪いけど俺、もうそっちの世界とは干渉しないことにしてるんだ」
２
「おい青木、どうしたその顔」
「……ちょっと寝不足なんだ」
　あの後、ようやく伝えたいことを伝えられた俺は、彼女に早々に帰るように言った。しかし当然、彼女の方はそれで納得できるはずもなく、ずっと俺に付きまとっては何度も頭を下げてきた。だが俺の意思は固い。俺は根負けした体を見せ、彼女と共に魔法陣のある俺の部屋に行き、彼女が転移の準備をしている隙をついて部屋に閉じ込めた。こういうこともあろうかと、あの部屋は中からじゃ開けられないようにしてある。壁も防音のものにしてあるし、大声を出しても外には洩れない。何日も閉じ込めれば早々に諦めるはずだ。
　しかし、である。俺は一つ大きな誤算をしていた。壁は防音でも床はそうではなかったのだ。一階にいながらあの部屋での異常を知れるよう床には手をつけなかった。そのため彼女の声や何とか部屋から脱出しようと色々と試している音が全て、朝方近くになるまで階下に響いてきたのである。おかげで昨夜はろくに眠れなかった。
　しかし俺は折れない。俺はもう二度とあっちには行かないと決めているのだ。
「お前が寝不足だなんて珍しいな。授業中に眠ったりするなよ、昨日のことがあった翌日に居眠りなんて、元々居眠りするような奴よりよっぽど印象悪くなるからな」
「誰に言ってるんだ。お前こそ寝るなよ」
「はっはっは。これでも努力はしているんだぜ」
「ほほう。例えば？」
「つまらない授業で眠りそうなとき、他の面白いことを考えるとか」
「それは居眠りしているのと同じだ」授業を聞いてないということだからな。
　そんなことを話している間に、一限が始まった。
　始まって二十分も経たないうちに、俺は驚いた。何にって勿論、襲い来る睡魔の強さにだ。気を抜くと瞼が落ち始め、意識が遠のきかける。
　教師の言葉がひどくゆっくりに聞こえた。今教師が説明している範囲は既に予習し終えていたため、早く次に、と心の中で何度も急かした。
　ふと村野の言葉を思い出す。別の面白いことを考えれば眠気を誤魔化すことができるのだろうか。早速試してみよう。でも面白いことって何だ。
　悩んだ挙句、俺は家にいるネイティアのことについて考えを巡らした。彼女はどうやったら諦めるだろう。流石に暴力を振るったりするのは嫌だけど、最悪強引にでも追い返すか。そう言えばご飯とかどうすればいいだろう。窓から差し入れることもできないし、栄養失調で倒れたりでもしたらまずいことになる。こちらからじゃ部屋の中の様子は見れないし、見ようと思って開ければまた付きまとわれる。いや、もしかしたら彼女も手段を選ばず強制的に連れていかれる可能性だってある。こんなんだったら壊される可能性を無視してでも部屋の目立たない場所に暗視カメラでも仕込めば良かったか。
　考えているうちに、一限は終了した。何とか乗り切れたけど、授業内容はまるで覚えていなかった。思った通り、これじゃ居眠りしているのと変わらないな。印象が悪くならないというだけで。
　二限からは、脳も睡眠欲を満たそうとすることは諦めたのか、普通に授業を受けることができた。昼食後の五限時に再び睡魔との激しい戦いが勃発したが、何とか辛勝できた。
金曜日の授業は、土日で浮かれる気分を早く獲得させるためか五限で終わりだ。いつもより短いはずなのにいつもより二倍くらい長く感じられた一日だった。
「よう、居眠りはしなかったな。偉い偉い」
「何とかな。睡眠不足で受ける授業がここまで辛いものだって初めて知ったよ」
「お、ようやく分かったか。これでお前も、授業中に眠っちまう奴の気持ちが分かっただろ？」
「気持ちはとても理解できた。でもやっぱり自業自得だろ」
「厳しいなぁ。もっと寛容になろうぜ」
「事実を述べたまでだ」
　そう、自業自得だ。俺は備えを怠っていた。帰ったら通販で耳栓を注文しよう。
　そう決めた時だった。教室の前にあるスピーカーから放送が流れる。
『生徒の呼び出しです。二年Ｂ組、青木英雄。二年Ｂ組、青木英雄。お客様が見えております。至急職員室に来てください。繰り返します』
　繰り返すなら最初に名前を二度も言わなくていいのに、と思いつつ俺に会いに来た客について記憶を探る。心当たりはない。
「珍しいな。お前に客だってよ。誰だ？」
「分からん。とりあえず行ってみるか」
「よし、俺も行くぜ」
「何でだよ。ホームルーム始まるぞ」
「関係ないね。後でどういった話があったか他の生徒に聞けば済む」
　俺への来客とだって関係ないだろ。言い聞かせようとしたが、こういう時のこいつは何を言っても無駄だ。俺はため息とともに言う。

「……怒られても知らないからな」
「話が分かるね、親友」
　立ち上がり職員室に向かう俺の後を村野がついてくる。これは、あくまで村野が勝手についてきただけで俺は関係ない言い訳する余地を与えるための、村野なりの気遣いだった。当然その通りではあるのだが、こういうところがあるからこいつはあまり憎めない。
　職員室につくと、俺は驚きのあまり顎を落とした。
「ようやく見つけましたわ、ヒデオさま！」
　呆然とする俺に、ネイティアは再度抱き着いてくる。
「ちょ、おい、離れろ！」
「いいえ、もう逃がしません。私と一緒に来てください！」
　周囲は状況をよく呑み込めていないようだ。村野もまた、信じられないものを見るような目を俺に向けていた。
「お、おい、青木、そのかわいこちゃんは誰だ？」
「し、知らん！　俺とは関係ない！」
「知らないなんて、ひどいです！　私、ずっとヒデオさまにお会いしたかったというのに！」
　余計なことを言わないでくれ。混乱する俺に、教師が咳ばらいを一つしてから尋ねた。

「あー、青木、これはどういうことだ？」
「知りませんよ。俺が聞きたいくらいです。どうやってあの部屋から抜け出したのか――」
　そこまで言って、失態に気づく。眠気と驚愕からかつい口を滑らせてしまった。
「へ、部屋？　抜け出した？」
「村野、落ち着け。お前が想像しているようなことは何もない」
「大変でした。ヒデオさまに閉じ込められたときは、もう会えないとばかり思っていましたし」
　それが彼の限界だった。村野は悲鳴を上げて職員室を飛び出していった。
「待て、村野！　待ってくれぇええ！」
　懇願も届かず、村野の背は扉の向こうに消えた。
「――つまり、彼女は君の従姉妹だと」
「そうなんです。一人暮らしの俺に会いに来てくれたんですけど、俺が通う高校の中をどうしても見たいって駄々こねて聞かないんで、ちょっと荒っぽい方法をとったってわけです」
「知らないと言ったのは？」
「あまり大事にしたくなかったんですけど、彼女はわかってくれなかったみたいですね」

　もうホームルームも終わっている頃、俺は何とかネイティアと話を合わせ、教師への説明を行っていた。

「まあ、いきなりお前に会いたいってここに乗り込んできたくらいだからな」
　教師は困ったような顔をネイティアに向けた。閉じ込めた、という表現もネイティアの行動から行き過ぎたものではないと判断したのだろう。僥倖だ。
「君も、従姉妹の彼のことを知りたいと思うのはいいことだけど、いきなり来るのは非常識だよ。あまり彼に迷惑をかけちゃいけない」
「はい、ごめんなさい」
　ネイティアは素直に頭を下げた。
「それじゃあ、折角来てくれたんだし、青木、彼女に付き添って校内を案内してやりなさい」
「え、あ、はい」
　不意の提案に声が詰まった。こうくるか。堅物すぎる教師よりかははるかに好感を持てる態度だけど、今だけは彼女に厳しくしてほしかった。クラスメイトになんて思われるだろう。
　対応に頭を悩ませながら職員室を出る。『来賓』と書かれた紙の入ったプレートを首から提げたネイティアは、おもむろに頭を下げた。
「ありがとうございます、ヒデオさま」
「は？」何のお礼だ？
「私を従姉妹だと言ってくれて。庇ってくれたんですよね？　私、こちらの世界の常識を知らなかったんです。ごめんなさい」
「あー」そういう見方もできないことは無いが。
「勘違いするな。俺は自分のためにやっただけだ」
「あ、それ知ってます。ツンデレって言うんですよね？」
「違う！」
　常識はないのにどこからそういう知識をとってくるんだ。
「ところで、どうやって抜け出してきたんだ？」
「はい。これを使いました」
　ネイティアが懐から取り出したのはペンライトのようなものだった。しかしペン先から出たのは光ではなく、短剣のごとく鋭い炎だ。
「申し訳ありませんが、ドアの一部を焼き切りました」
「馬鹿、しまえ！　誰かに見られたらまずい！」
「す、すみません！」
　ネイティアは慌てて懐に戻す。俺は周囲に人の気配がないことに安堵して、息をついた。今のを見ただけじゃ魔法の道具などとは思わないだろうが、凶器として扱われるには十分だった。
「そもそもこっちの世界じゃ魔法は使えないんじゃなかったのか？」
「いえ、私たちの世界で十分に魔力を充填していれば、こちらでも使えます。大気に魔力が殆どないので、こちらの世界で充填することはできませんが」
　今回のことで殆ど魔力を使っちゃったのでこの方法も二度は取れません、とネイティアは言った。そうだったのか……。俺は自らの見込みが甘かったことを悟る。それならあの程度の監禁は意味をなさない。
「ならどうして閉じ込められてすぐにやらなかったんだ？」
　おかげで睡眠不足に苛まれた。
「どうしても音が大きくなるので、ヒデオさまが居ないうちに、と」

　それは、そうか。
　焼き切るまでに時間はかかるだろうから、気付いた俺が何かしらの妨害工作をするのは必至だ。ドアを焼き切るという方法も一度限りのものだったみたいだし、慎重になったんだろう。
「それより、これからどうするんです？」
　ああ、とネイティアの声に返す。そうだ、今の重要事項はネイティアの存在を怪しまれる前に帰ることだ。焼き切られたドアのことはその後に考えよう。
「とりあえず、これから俺は教室に荷物を取りにいかなくちゃならない。話の都合上お前もついてこなくちゃいけないわけだが、変なことは言うなよ」
「はい！」元気な返事だった。根は素直なんだろう。
「じゃあ確認だ。俺とお前の関係は？」
「従姉妹です」
「お前はどこから来た？」
「アメリカからです」
「お前はどうして来た？」
「日本のことを学ぶためにです」
「よし、後は俺の話に合わせてくれればいい。くれぐれも向こうの世界については話すなよ」
　大いに不安だが、俺が教師にした説明を全て覚えているみたいだし、何とかなるだろう。腹をくくって廊下を歩き始める。途中ネイティアは、「ヒデオさまと従姉妹、遠い血縁、家族同士の付き合い、えへ、えへへへへ」と何やらぶつぶつ言っていたが、他の生徒とすれ違う度に緊張していた俺は聞く余裕などなかった。
　教室の前についた。俺はネイティアを振り向く。力強く頷き合った。
　教室の引き戸を開け放つ。
「そこで俺は聞いてしまった！　かの優等生青木英雄が、裏で外国の可愛い女の子を閉じ込めたという、耳を疑うような言葉を！」
「村野貴様ぁ！」
　放課後の教室で、村野は教卓の前に立ち大げさな身振り手振りを加え、クラスメイトに自分の見聞きしたことを説明していた。黒板にはでかでかと、『優等生の裏の顔？　少女監禁の真実に迫る！』と書いてあった。確かに村野は真実を述べてはいるが、結局は推論どまりのものまでさも真実のごとく話す説明の仕方に明確な悪意を感じる。なる程、こうして社会は悪者を作っているのか。
「来たな犯罪者め。大人しくお縄につけ！」
　村野は真剣な顔を向けつつ、クラスメイトに見えないよう片頬で笑った。こいつ、楽しんでやがる。
教室に残ったクラスメイトからも、そうだそうだと野次が飛ぶ。驚くべきことに、クラス全体の八割もの生徒が教室に残って村野の演説を聞いていた。そんなに暇なのかお前ら。
「あー、とりあえず俺の話を」
「黙れ！　今のお前に人権はない！」
「可哀想に……。今その悪漢から救ってあげるからね！」
「生きて帰れると思うなよ腐れ外道が！」
　聞く耳さえなかった。民主主義とは何たるかを説いて聞かせたくもなるが、これもある種の世論であり、時にこういったことも起こり得るものかと泣き寝入りする。村野に視線で助けを求めると、村野はごんごんと拳で教卓を叩き、傍聴席を黙らせた。
「諸君！　諸君らの気持ちもよく分かるが、未だ真実は全て明らかにはなっていない。先ずは被害者の言葉を聞こうではないか。お嬢さん、こちらへ」

　教卓の前に案内されるネイティア。今後の俺の境遇は彼女の言葉にかかっていた。頼む、どうか上手く話してくれ。
「ではお嬢さん、先ず彼とはどういう関係なのか言ってくれるかい？」
「ええ。私とヒデオさま、いえ、ヒデオさんは従姉妹同士です」
　途端、張りつめていた空気が緩んだ。「なあんだ」「そりゃそうか」と傍聴席から声が洩れる。俺はほっと一息ついた。グッジョブ。
「閉じ込められたというのは？」
「私、少し強引な性格でして、久しぶりに会ったばかりだというのに、昨日も駄々をこねてヒデオさんを困らせてしまったんです。まだこちらの常識をよく知りませんし、今日も非常識な行動をとってしまい、ヒデオさんに庇われてしまいました。なので、ヒデオさんが私を閉じ込めたのも、今思えば仕方ないことと思います。なのでどうか、彼を許してくれませんか？」
　おお。俺は感嘆した。完璧な受け答えだ。もしやあることないこといいふらし、俺の社会的地位を交換条件に向こうの世界に連れていかれるかもと危うんだ自分が恥ずかしくなった。
　傍聴席のクラスメイトもばつが悪そうにしている。ここまで言われてなお俺を責めるような人間はいないようだった。
　がん、と村野が教卓を叩いた。
「諸君、どうやら我々は大きな勘違いをしていたようだ。判決を言い渡す。被告、青木英雄は無罪！」
　村野の判決に、傍聴席から拍手が沸いた。ネイティアは何が何だかよくわからないようだが、俺が「ありがとう」と言うと、「いえ、これは本当のことですから」とはにかんだ。
村野は拍手に対し手を振っている。お前は俺裁判の中で有罪判決が出て私刑執行が決まったからな。執行日までの時間をせいぜい楽しむがいい。
　拍手が止むと、裁判所は質問コーナーへと変貌した。俺とネイティア中心に輪ができる。
「二人とも、面識はあるの？」
「九年ほど前に、一度だけ」
「ひえー、よく覚えていたね」
「疎遠だったんだ」

「そうですね」
　ネイティアが答える。九年ほど前と言うと、丁度俺が向こうの世界に行ったときか。そう言えばずっと会いたかったって言ってたけど、どこかで会っただろうか。俺は受け答えをネイティアに任し、過去の記憶を遡る。
「じゃあ殆ど他人みたいなものなの？」
「そんなことありません。ヒデオさんは私を救ってくれた、恩人です」
　うん？　雲行きが怪しいぞ。まあその程度ならどうとでも言い繕えるか。例えば犬に襲われたところを、とか。

「え、どういうこと？」
「悪い大人に囲まれて泣いていることしかできなかった私を、颯爽と救ってくれたんです」
「お、おい！」
　しまった。俺が答える前に、ネイティアが先に答えてしまった。犬とかならまだしも大人から、それも複数人から救ったとなると話が一気に大きくなる。何とか誤魔化さなきゃならないがいい話が思いつかない。

　いや、ここはネイティアに任せるべきか？　向こうの世界のことは言わないよう念押ししたし、現実味がある救出劇を既に思い描いているのかもしれない。
「え、無理じゃね？」
「昔でしょ？　子供の頃でしょ？」
「ええ。ですが――」
　その時、あろうことか俺は考えが至らなかったのだ。
　気を緩めていた矢先の、咄嗟のことだったし、何より先ほどの弁護の素晴らしさ故、それが打ち合わせ通りの作り話であるという意識が強かった。実際、俺自身が教師相手に喋った内容はほぼ作り話だったため、それに引きずられた。
　だから、誤った。
　彼女がする作り話はうまいと、無意識のうちに思ってしまった。打ち合わせは完璧で、彼女なら上手くやれると信じてしまった。
彼女は言っていたのに。「こちらの常識をよく知りません」と、「これは本当のことですから」と言っていたのに。
彼女は、続けた。
「魔法の天才ですから」
　途端、空気が凍った。俺も凍った。
「ま、魔法？」
「魔法ってあの、念じるだけで色々起きる、魔法？」
「はい。確かこっちでは、『電気』って言うんですよね？」
　そこまでだった。クラスは大爆笑に包まれた。それと反比例して、俺はみるみる青ざめていく。
　記憶が怒涛のように押し寄せてきた。かつての俺は無邪気に笑い、目の前では顔を歪めた大人たちが倒れていく。

　やめろ。
　やめてくれ。
「いやー可愛いなぁ」
「子供はそんなもんだって。うんうん」
「小二から中二病か、ませてたんだな」
「みなさん何を言っているんですか？」
　こいつ、本当に分かっていないのか。俺は叫ぶ。
「この世界に魔法なんてないんだよ！」
　ネイティアは驚愕に口を開く。
「え、じゃあどうやって『機械』という道具を動かしているんですか？　戦争を終わらすことができたのも、そのおかげでは」
「馬鹿、その話は！」
「戦争を終わらしたのか青木！」
「すげー！」
「どんな魔法使えばそんなことできるんだ？」

　笑いが俺たちを包む。その中で俺は、自分が冷えていくのを感じた。体がどんどん冷たくなっていって、表情は凍り、感情は希薄になる。
　俺は自分の席にあるバッグを担ぐと、教室から歩いて出て行った。
「おいおい、今いいところじゃん」
「もうちょっと聞かせろよ」
　背後の声は聞こえるが、内容は理解できなかった。

「ま、待って下さい！」
　後ろからネイティアがついてきているようだ。そう言えば一緒にいなくちゃいけないんだ。思い出すも、頭をふる。はてしなくどうでもよかった。
　最後に、村野の声が聞こえた。いい加減にしろ、と聞こえたけど、何も心に響かなかった。
　ただただ機械的に足を動かした。後ろから足音が追ってくるも、特に何とも思わなかった。
「ヒデオさま」
　今日は、そうだ、金曜日だ。食材を買い足しておくか。
「ヒデオさま」
　庭の雑草も刈り取っておくかな。掃除もしないと。
「ヒデオさま！」
　正面に回り込まれる。横によけようとするけれど、先を塞がれる。
「……何？」

「約束です。私と一緒に、国を救ってください」
「約束？」
「したじゃないですか！　話を合わせてくれたら、一緒に行ってくれるって！」
　ああ、教師を説得するためにそんなこと言ったような気がする。
「嘘だよ」
　彼女の顔が歪む。罪悪感は感じなかった。
「……変わってしまわれましたね」
「そりゃそうだ」
　人間、生きていれば成長もする。体も、心も。
　俺はもう、無邪気な僕じゃない。
　彼女は涙を湛えた目で俺を正面から見据えると、深く、深く頭を下げた。
「お願いします。もうあなたしか、頼れる相手はいないんです」
　二度も嘘をついた男に、彼女はまた頭を下げている。
　なんて滑稽なんだ。いい加減学べ。
　俺は無言で横を通り過ぎる。
「どうして助けてくれないんですか！」
　後背から大声を投げかけられる。俺は面倒に思いながらも振り返る。彼女は涙を流していた。子供じゃあるまいし我慢しろよ。

「どうして俺が助けなくちゃいけない」
「あなたにしかできないからです」
「それだけの理由で？」
「それだけで十分です」

「じゃあ駄目だ。俺が納得できない。腰を低く見せているだけで、強要しているとしか思えない」
「……決して、そういうわけでは」
「弁明はいい。要は俺がどう受け取るかだ」
「……では私を捧げます」
「はあ？」
「生涯あなたの言いなりになると誓います。ですからどうか」
「ふざけるな！」
　激昂した。彼女の体が震える。どこまで愚かなら気が済むんだ。
「二度とそんな言葉を吐くな。自分を捧げるだ？　昔一回会った程度の男に助けを求め、頭を下げ、自分を売るなんてどうかしている。そうすりゃいうことを聞いてくれるなんて甘い考えを持ってることにもむかつく。これ以上俺をイラつかせるな」
　恐怖か、絶望か。彼女の表情は虚ろだった。
　もう十分だろう。俺はこれ以上言葉を重ねる必要はないと判断し、彼女に背を向けた。
「どうして」
　足が止まった。振り向くと、泣きぬれた目に、それでも僅かな光を覗かせて、俺を捉えていた。
「どうして、変わってしまったんですか。何があったんですか。お願いです。それだけでも、教えてください」
　体を震えさせながら、それでも最後まで、彼女は言い切った。
　その姿勢だけは立派だと思った。だから答えた。
「俺は、人殺しになったから」
　彼女の動きが止まった。
「人殺し？」
「ああ。俺はあの時、それを知らなかったから殺せた。だけどもう知っちまったから、これ以上殺せない」

３
　子供は無邪気で、無知だ。だから時に平気で残酷なことをする。
　はたと気づいたのは小学五年生の頃だ。当時まだ見ていたテレビアニメの戦隊ヒーローものを見ていた僕は、ふと思ったのだ。
正義は勝つ。
じゃあ悪はどうなるの？

悪はいつも負けて、爆発して、死ぬ。
　毎週死んでいく悪の組織員を、僕は無邪気に眺めていた。それが当然と信じて疑わなかった。その事実に、僕は戦慄した。
　同時に、思い出した。小学二年生の時、突然迷い込んだ世界での出来事を。
　夏休みのある日のことだった。家族旅行を目前として、僕は熱を出した。あまりひどくはなかったけど、僕だけ家でお留守番することになった。自分の部屋のベッドでごろごろしていると、突然絨毯の下が光った。絨毯をどけたのは初めてだった。床には変な模様が浮かび上がって、風が吹いていた。
　そこに現れた男の人に連れられて、僕は向こうの世界に行った。
　そこでは、魔法が当たり前のように存在していた。テレビの中の世界みたいで、僕はとても興奮した。渡された武器を使うと、悪い奴らがばたばたと倒れていって、天才だって褒められた。
　そして僕が悪い奴らを倒していくと、周りの人は皆喜んだ。僕はそれが嬉しくて、もっともっと頑張った。するといつの間にか戦いは終わっちゃって、僕たちの勝ちだって言われた。
　僕は皆に褒められて、元の世界に戻った。こっちの世界のことは秘密だよって言われたから、絨毯で床の模様を隠した。
　それと、またいつか、困ったときに呼ぶからとも言われた。僕は勿論いいよって答えた。
　その時は最高だった。僕はヒーローなんだって本気で思った。また敵が来ても、僕が倒してやるって意気込んでいた。
　でも、ああ、でも。
　僕は、いや、『俺』は、知ってしまった。
　そうだ、大人たちは言っていた。血も涙もなかったと。当時は意味が分からなかったけど、あれは俺への評価だったのだ。
　いつの間にか、俺は十字架にはりつけられていた。
　例え俺が殺した人間が悪だったとしても、人殺しは人殺し。そもそも向こうの世界を知らない俺は、どちらが正しいかなんてわからない。もしかしたら俺は、悪に加担していた可能性だってある。
　たまに夢に見る。俺に撃たれて、倒れる人の姿が、何人も、何人も。夢だったらどんなにいいだろう。けれどこれは俺の記憶なのだ。逃げられないのだ。
　かといって償えるわけでもない。向こうに行ってもまたいいように利用されて、より罪を重ねてしまうことだってあり得る。それに俺は、自力で向こうの世界に行けるわけじゃなかった。
　悩んだ。
　小学生なりに、悩んで、悩んで、悩みぬいた。
　そして俺はルールを作った。俺自身を縛るルールだ。
　俺は、また向こうの世界の奴らがやってくるまで、この家に居続ける。もし頼ってくる奴らが来たら、もう関わらないとはっきり言うんだと。もし遺族がやってきたら、人生を賭してでも償おうと。
　そして――

「それでは、失礼いたします。ご迷惑をおかけしました」
「……ああ」
　その夜、俺はネイティアの見送りのため自分の部屋に訪れた。ネイティアはもう俺を連れて行こうとはせず、自分から向こうの世界に帰ると言い出した。
　時間が経ち、それなりに冷静になった俺は、少し言い過ぎただろうか、と内心申し訳ない気持ちを抱く。けれどここでそれを言うのは卑怯だって分かっていた。自分が言った言葉の結果がこれなのだから。

「向こうの世界には、私から伝えておきます。もうアオキヒデオさまを頼ることはできない、と」
「そう言ってもらえると助かる」
　それ以上、お互い何も言わなかった。お互い、相手に負い目を抱いているんだと思った。
　魔法陣が光り輝く。この光景も見納めかと思うと、できるだけ目に焼き付けようと思った。
「え？」

　だが魔法陣を光らせている当の本人は不思議そうに首を傾げた。
「どうした？」
「いえ、おかしいですね。私まだ、魔法を使っていないのに」
　その言葉が言い終わるかどうかといったタイミングで、魔法陣は強風と共に激しく光り輝くと、その光を失うことなく三つの黒い影を出現させた。
「いたぞ！　丁度転移しようとしていたみたいだ」
「危なかったな。だがこれで」
「ああ、どんな魔法の天才も、こっちの世界じゃただの人間だ」
「しまった！　ヒデオさま、お逃げください！」
　どうやらクーデターを起こした一味の者らしい。ネイティアは俺を背に懐から拳銃のような武器を取り出すと、素早く引き金を引いた。青い光線が二つの影に当たり、短い呻き声を上げて二人は倒れた。
　しかし、
「うあっ！」
　三人目の男が、その隙に彼女を撃っていた。ネイティアは胸元を押さえ、膝をつく。
「ヒデオ、さま、どうか、お逃げ……」
　言葉は続かなかった。ネイティアの体は、ゆっくりと床に沈んだ。
　それだけだった。彼女の体はもう動かなかった。今日だけで笑顔だったり泣き顔だったり様々な表情をみせてくれた顔には、何も浮かんでいなかった。俺にぶつけてみせた表情は、感情は、失われてしまった。
　今も、この先も、永遠に。
「う、うわあ、ああああああ！」
　倒れた、目の前で人が、ネイティアが、倒れて、ああ、あああ。
「危なかった。流石早打ちの名人だ。だがこれでもう」
　男の言葉など耳に入らなかった。どうすればいい？　逃げるのか？　でも背中を向けたら撃たれる。死ぬ。彼女のように、かつて俺が撃った相手のように。
　じりじりと後退すると、勉強机にぶつかった。もう後ろには退けない。
ここで死ぬのか？　
死が迫る中、不思議と恐怖はなかった。殺されそうだというのに、何故かこの状況が腑に落ちたような気分だった。いつかこうなると、どこかで受け入れていたのかもしれない。そうさ、向こうの世界の人に殺されるなんて、向こうの世界の人殺しには相応しい最期じゃないか。
　自嘲する俺の目に、ネイティアが映った。お前も馬鹿だよな。俺なんかを庇って死ぬなんてさ。俺はお前に何もしてやれなかったって言うのに、何なんだよ、俺を助けるために命まで張りやがって。そんなことしても、誰も喜ばねーっての。はは、ははははは。
　……………………畜生。

　何やってんだよ、俺！
　ネイティアを撃った男は、銃口をこちらに向けていた。
「あばよ、かつての大戦の――」
　言い終わる前に、男の体は崩れ落ちた。
「……お前が、いけないんだぜ」

　俺は勉強机の引き出しから取り出した光線銃をポケットに入れた。
「俺のルールに触れたお前が」
　俺は倒れた男を見下ろして、言い放った。
　もし頼ってくる奴らが来たら、もう関わらないとはっきり言う。
もし遺族がやってきたら、人生を賭してでも償おう。

　そしてもし、俺や俺の『友達』を襲ってくるような奴らが来たら、――容赦はしない。たとえ人殺しになったとしても、だ。
　机の引き出しにしまってあった光線銃は、かつての俺が向こうの世界から持ってきた唯一の品だった。こっちの世界じゃ使えないという話だったが、試してみたところ射程が短くなる程度で光線自体は出るには出たから使えると思い、ずっととっておいたのだった。今でも使えるかは正直怪しいところだったが、杞憂だった。
「……悪いな」
　俺が撃った男に、手を合わせる。正当防衛だったとはいえ、また人を殺めてしまった。やはり気分のいいものではない。
　だからせめて、この程度のことはしておこうと思った。俺が奪ってしまった命に対して、最低限の祈りを。
「……お優しい、のですね……」
　弾かれたように振り向くと、ネイティアが微笑を浮かべていた。
「ネイティア！」
　抱きかかえると、ずっしりとした重みがあった。体を自分の力で支えることができていないのだ。
「……流石、です……。大気の魔力、無しでも……銃を撃てる、なんて……」
「ネイティア、しっかりしろ！　傷なんて、ほら、傷なんてないじゃないか！　血だって出てない！　だから大丈夫だ！」
「……この銃は……傷をつけません……。血だって、……流れないんです……。……服のおかげで、何とかまだ……意識を保てて、いますが、……もう……」
「そんなこと言うなよ！　何かできないか？　まだ助かるんだろ！」
　ネイティアは俺の質問に答えず、震える手で懐から、小さな黄色い宝石を取り出した。
「これは……？」
「……魔法陣、を……起動させる、道具です……。今なら……彼らが起動、させた……魔法陣から、転移……できます。……強要は、しませんが、もし、……もし向こうに、行くというなら……帰りに……」
「行くよ！　行くから起きてくれ！」
「……ふ、ふふ、ふ……。……そうですよ、貴方は、……本当は、とても優しいんです……。……私を、助けてくれた、時のこと……ずっと、……だから、私は――」
「……ネイティア？」
　返事はなかった。その顔は穏やかだった。ぽた、ぽた、とその顔に二滴の涙が落ちて、俺は自分が泣いていることに気づいた。
４
「…………見つけた」
　子供の時分故記憶になかったが、こっちの世界にも月はあったようだ。俺は月明かりの当たらない民家の屋上にある煙突の陰から、一キロは先にある大きな城の侵入経路を見つけた。天に向かって十数本立っている塔の窓の一つが開いていたのだ。
　眼鏡に意識を集中するのを止めると、視界は通常のものに戻った。ただし、暗視機能はそのままだ。
　代わりに、両耳につけたイヤリングを意識する。周囲二百メートル以内にある、俺及びその移動軌跡を目視できる場所に人間の気配はない。これなら多少動いても気づかれないだろう。それを確認すると、可聴範囲を戻す。
　今度はブーツが自らの体の一部であり、足同様血が流れているイメージをする。ふわり、とした浮遊感を確かめてから、かがんで地を蹴った。助走なしであるにも関わらず、大砲から放たれた砲弾のごとく俺の体は飛翔した。
　弾道は低く、ほぼ横一直線だったが、優に百メートルは進む。着地点である家の屋根に猛スピードで突撃するも、その衝撃は足の裏が全て吸収してくれる。殆ど音もしなかった。
　再度イヤリングに意識を注ぐ。十数人の人間の気配は感じるものの、俺のことを見て怪しんでいるような人間はいない。単調に見回りを続けているだけのようだ。

　俺は安堵で息をつく。この動きもこれで七回目だが、未だに緊張は抜けきれない。見つかった時の恐怖は今もついて回っているのだ。
　殺される恐怖でなく、殺してしまう恐怖。
　もうこれ以上人を殺したくなかった。手加減も慣れればできるのかもしれないが、その経験を積むためには結局人を殺めねばならず、そもそも手加減なんてできる武器じゃない可能性だってある。試すなんてもっての外だった。逃げおおせることもできるだろうが、逃げきれなくなればおしまいだ。その時は覚悟を決めるしかない。
　こちらの世界の人間を虐殺した身でありながらなお、俺は自分の命が惜しかった。我ながら最低だと思う。でもネイティアが命を賭して守ってくれたのだから、死んでしまえば彼女の死も無駄になる。そう何度目かの言い訳をして、俺は自分を納得させる。
　ネイティアが死んだのも、ある意味では俺のせいだった。ネイティアを追ってきた敵が来るという可能性も当然考慮に入れるべきだったのである。最初に来た相手があの三人であれば、咄嗟に抵抗することはできたのだが、油断していた。
　結局俺はまた、人を殺してしまった。目の前で、死なせてしまった。そして彼女の願いは、未だ果たされていない。
　ならば、と俺は自分の中のルールを一部変えた。
　もし遺族がやってきたら、または遺志を知ったのなら、人生を賭してでも償おう。
　俺はこの国を、救わなくちゃならない。
　何様だ、と自分でも思ったが、かつて戦争を終わらせたらしいから、多分何とかなるだろうと思った。実際俺が使っている、俺の部屋で転がっていた男たちから奪った魔法の道具は、普通の人間が使っている場合と比べものにならない性能を有しているみたいだ。もし今の俺と兵士一人ひとりの装備の性能が同じだとしたら、今頃俺は捕まっているだろう。
　だから、きっと、できる。
　これ以上血を流さずに革命を終わらすことだって、できる。

　そう確信した俺は、再び闇の中を跳躍した。
　クーデターはほぼ成し遂げられつつあるようだった。寧ろ上手くいきすぎているようで首謀者の手腕を恐ろしく感じる。市街地どころか城門前でさえ戦闘した痕跡がまるでなかった。恐らく一瞬のうちに制圧し、反抗分子を捕らえたのだろう。正規軍の大部分が寝返ったという話が本当なら、不可能じゃない。
　ただそうなると非常にまずい。もしかしたら既に国王が殺害されていることだってあり得るのだ。公開処刑をする前の捕虜として拘束されているというのであれば助け出せるが、殺されていてはどうしようもない。いくら何でも死者を蘇らす魔法なんてないはずだ。

「一先ず、現状の確認かな」
　呟き、塔の窓から城内に侵入する。人質であろう王女様や国王様、そして首謀者がどこにいるのかを把握しなければ。
　聴覚に全神経を集中させる。螺旋階段を照らす松明の炎のちりちりとした音にまぎれ、階下の奥の奥で話し声や足音が聞こえる。どうやらこの塔を下りることはできそうだ。
　一度決めれば行動は早い。耳への集中を残しつつ、ブーツにも意識を向ける。独特の浮遊感を体で感じた。
　たん、と階段を蹴って、滑空するように塔を下りていく。地面を蹴るのは方向転換するときだけで、円ではなく、角ばった軌跡を描いて階段を下りて行った。途中何度か失敗しかけたが、降りていくうちにコツを掴んでいき、気付いたら階段を下りきっていた。
　こっちの世界に来たばかりの頃は制御が上手くできず危うく死にかけさえもしたが、一時間と経たないうちに大分上達することができた。改めて、ネイティアの言っていた魔法の天才という言葉が嘘ではなかったと思い知る。
　ただなあ、と陰に身をひそめつつ頭を捻る。果たして本当にこれでいいのだろうか。
　クーデターを起こしたということは、それなりの理由はあるはずだ。ただの逆恨みや見解の押しつけで行われるようなものだったら同情の余地はないが、悪政に虐げられた故の行動だったのだとしたら、彼らの意思も尊重されてしかるべきだ。こちらの世界の常識を知らない俺は、どちらが正しいかを判断できるだろうか。
「……考えても仕方ない、か」
　とりあえずは彼女の遺志に従い、事態の沈静化を第一としよう。どちらが正しいかは、その後話を聞いて判断すればいい。
　人殺しさえなければ、いくらでもやり直せるはずだ。俺はそう信じて疑わなかった。
　慎重に声のする方に近づいていく。長い廊下に差し掛かると、視力補正をかけ人影がないことを確認して一気に駆け抜けた。突き当りの曲がり角を覗き込まずに、耳を澄ます。声はその先から聞こえてきた。
「交渉はどうだって？」
「駄目だな。まだ混乱しているみたいで、ヒデオ様が来ればお前らなんかってほざくばかりだ」
「ちっ！　こんな事態が起きたってのにすぐ駆けつけないような異世界の他人をどうしてまだ信じられるってんだ。早いところ現実を教えてやろうぜ」
「まあ待て。そろそろ捕獲部隊が帰ってくる頃だ。ヒデオ様が捕まっている姿を見れば、納得するはずだ」
「でもよ、たった三人で良かったのか？」
「仕方ねえよ。町の住人の説得にはいくらいたって足りないからあんまり人員は割けなかったし、いくら向こうの世界に魔法がないからって怖がる連中もいたしな」
「それもそうか。それにベテランに交じって足手まといが多くても困るしな」
　話を聞いて、何となく状況を把握できた。どうやら国王様はまだ存命らしい。何やら交渉しているようだが、恐らく王位を渡せ云々の話だろう。町の住人にも理解を求めているようだ。城内に人が少ないのはそのせいかもしれない。
「姫様の方は？」
「知らないのか？」
「知らないが、どうした？」

「いや、やはり皆話したがらないのかと思ってな。……王とは違って怖いぐらいに大人しい。俺たちを見た時も驚きはしたものの、泣き叫んだりしないで、逆に微笑さえしていた。もしかしたら何かしらの事情を知っているかもしれないが、あまり手荒に扱うなとも言われているしな」
「気味悪いな。多少脅してでも話を聞きこんだ方がいいんじゃないか？」
「いや、彼女相当強かだぞ。下手に脅すとその事実を公表するとかいって逆に脅されそうだ。今も自室に閉じ込められてるっていうのに平気な顔してる」
「今どこにいるんだっけ？」
「一番北の塔の最上階だな。そこが姫の部屋だ」
「ちょっと見てくる。案内してくれ」
「……下手なこと言うなよ。王さえ説得できればいいんだ」
「分かってるって」
　会話が終わり、足音が遠ざかっていく。
姫様、か。
多分人質にされているっていう王女様のことだろう。先に合流すべきは彼女だろうか。
俺は曲がり角から顔を覗かせ、遠ざかっていく二人の姿を見た。こちらに気づいている様子はない。近くにそれ以外の人間がいないことを確認すると、尾行を開始した。
入ってしばらくもしないうちに、二人はその階段から現れた。往復にかかる時間も考えると、王女様に会ったのはほんの少しの時間だったはずだ。
「……分かったか？」
「ああ、分かった。何なんだ？　姫様ってどこも全員ああなのか？」
「ここの姫様が特殊なのだろうさ。親が殺されるかもって言われて眉一つ動かさないなんてどうかしてる」
「こっちの狙いを看破しているのか？　あの王の娘とは思えねえな。こええよ」
「お前だけじゃない。だから見張りもつけないんだ。誰もつきたがらないし、生粋の恐れ知らずは捕獲部隊にとられたしな」
「もしあの姫様が女王になると考えると、ぞっとするな」
「……確かにな。優秀なんだろうが、人情なんて二の次に扱いそうだ」
「全く、うちの国の王族はどうしてこうまともな奴がいないんだろうな」
　二人は話しながらその場を離れていく。その姿が完全に見えなくなると、俺は塔内へと続く螺旋階段の入り口に入った。
　構造は俺が侵入した塔と同じようだ。上階に耳を澄ますと、聞いていた通り、炎のはぜる音だけが耳に入り、人の呼吸音は聞こえない。
　見張りがいない、というのは嬉しいことだった。最悪最上階の部屋の窓から侵入することも視野に入れていたが、これなら正面から乗り込める。また誰かが来る前に、彼女を救出しよう。
　駆け上がる、というより飛び上がるといった速度で螺旋階段を登っていくと、直ぐに王女様が囚われているという部屋の扉があった。
「これは……」
　扉だ。確かに扉だった。装飾も凝っているし、王族にふさわしい部屋の扉だった。
　けれどそこには、大きな穴があった。頭一つ入りそうな、穴が。
　そのため中の様子もよく分かった。その部屋だけで生活ができそうなくらい、色々備わっている部屋だ。そして扉から見て正面奥に、大きなベッドの上で膝を抱え、窓の外を眺めている女性の姿がはっきりと見えた。月明かりにブロンドの髪が輝いているようにも見える。窓ガラスに魔法がかかっているのか、はたまた彼女の美しい髪が為せるわざなのかは定かではないが、思わず息を飲んだ。
　そこではたと気づく。向こうは俺の存在を知らないのに、一方的に彼女の姿を見るという行為に恥ずかしさを覚えた。穴が開いているからとはいえ、失礼には違いない。
「あの、もしもし」
　どう声をかければいいか悩んだ末、人に道を尋ねるかのような呼びかけになってしまったが、特段驚いた風もなく、彼女は首だけで振り向いた。
　美麗、という言葉を思い出す。なる程、まさしく彼女のことである。切れ長の碧眼、すっと伸びた鼻筋、小ぶりな口、純白の肌と、美人要素がこれでもかと積まれている。その容姿はさながら、月の女神といった感じだ。
　女神さま、もとい王女様は、俺を見て静かに笑った。
「わたくしに、何か御用ですか？」
　ううむ、こうも上品にわらえるものなのだなあと感心しつつ、自己紹介をする。

「ああ、はい。俺、青木英雄っていうんですけど」
「……ヒデオ？」
　その言葉を聞いて、王女様は眉根を寄せた。
「ええ。人質にされていると聞いて、助けに参上いたしました」
　変に敬語を使っちゃったか、と言ってから悔やむ。でもきっと許してくれるだろうと王女の慈悲を期待した。
「来ないで」
　しかし向けられたのは寛容な心の表れでなく、拒絶の意思だった。
「え？」今の敬語がそんなに不快だったのだろうか。
　戸惑う俺に見向きもせず、王女様は似合わないため息を盛大につくと。髪をわしゃわしゃとかきあげた。
「何で助けになんて来るのよ。折角上手くいってたのに。助けて欲しいなんて頼んでないのに」
　王女様の言葉に混乱する。話が違うぞ。王女様は人質じゃなかったのか。
　王女様はあざ笑うように続ける。先ほどまでの女神さま然とした振る舞いは見る影もなかった。
「全く、またあのバカ親の仕業ね。すぐにヒデオさまヒデオさまって頼りっきりだったから今回みたいなことが起きたのに、今度もまたヒデオさま頼りだなんて、本当に愚かだわ。きっと死んでも治らないわね」

　あはははは、とひとしきり笑うと、途端に声音が変わった。あんたもさあ、と不機嫌な声を出し王女様は振り返る。顔は怒りに歪んでいた。
「あんたもあんたよ。二つ返事でほいほい別の世界に首突っ込んでくれちゃってさあ、おかげでこっちは大迷惑だわ。あんたの後ろ盾があるっていってあいつはつけあがるし、外交にまであんたの名前使うもんだから他の国は何もできないのよ。あんたが凄いのは分かったから、もう向こうの世界で大人しくしといてくれない？　この世界にあんたはいらないの」
　ようやく、分かった。
きっとこの国は、『悪』だったのだ。そして俺はその勝利に貢献してしまった。調子に乗った『悪』はことあるごとに俺の名前を持ち出し、他国を脅したのだろう。俺が過去にしたことは、俺の知らないところでまだこの世界に影響を与えていた。
なんてことだ。俺は無限に続く奈落へと飲み込まれていくような気分になった。
「私はこれで良かったの。二度と邪魔しないで。私の意思なんか無視して勝手に助けにこられても迷惑なの！」
　王女様は冷たくそう言い放つと、俺に背を向けた。
　俺は、何を言うべきなんだろう。言葉が見つからない。もしかしたら、と考えていたことが本当になってしまったのだ。その事実は少なからず俺を打ちのめしていた。
　俺は、『悪』だったのだ。
「…………そうか、そうだったのか」
　自分に言い聞かせるように呟く。覚悟していたこととは言え、きつかった。罪悪感が津波のごとく押し寄せ、俺の心を飲み込んだ。
　崩れ落ちそうだった。全てがどうでもいいようなことに思えた。
　戦争犯罪者、大量殺人鬼、悪政の根源、悪いことしかしてなかった。悪いことしか――
　…………いや、違う。心の中で何かが引っ掛かった。悪いことだけ？　本当にそうか？

　自己嫌悪の波から逃げるように、記憶の海に潜る。そして、思い出した。
　そうだ、ネイティアは言ってくれたんだ。俺が彼女を助けたと、俺は優しいんだと。
　あれは作り話だと思っていた。けれど、死の間際にだって言っていたじゃないか。俺は彼女を助けたんだと。
　不意に涙が湧いた。そこでようやく、俺はずっと、俺のしてきたことを認めて欲しかったんだと気づいた。俺が殺した相手だけでなく、俺によって救われた相手も確かにいたんだと、彼女は教えてくれた。
　俺にも、誰かを救えると。
　俺は彼女に謝りたかった。君を覚えていなくてごめんと。そして礼を言いたかった。教えてくれてありがとうと。
　けれど彼女はもういない。だから――

「手伝うよ」
「…………え？」
　王女様が振り返った。何故か彼女も涙を流していた。俺は涙を拭いて、彼女に向き合う。
「王女様の望むこと、俺、手伝うからさ」

　王女様は涙が落ちるのも気に留めず、信じられないという風に俺を見ていた。
　――だから、彼女が教えてくれたことを、彼女に救われたこの命を、無駄にしない。それが彼女への報いだった。
　結果的に彼女の祖国を敵に回すことになるけど、もう迷わない。
「俺の力、借りてくれないかな？」
　穴から、手を伸ばした。当然届かない。
　王女様はシーツで顔を覆い、暫くしてベッドから立ち上がると、扉の近くまで歩み寄った。
「本気なの？　あんた、私に協力するって？」
「うん、本気。話を聞く限り、君のお父さん、相当悪いみたいだから」
「でもあんた、昔はあいつに協力したんじゃ」
「昔は、ね。今は気が変わった」
「信じらんない。あっさりと手のひら返されて、信用できると思う？」
「元々俺はどっちにつくか決めてなかった。俺が最初から国王側についていたら、今頃この騒動は終わっていたと思うけど」
「え、ってことは、あんたまだ誰にも手をかけていないってこと？」
「ん、いや、俺たちの世界にまで俺を捕まえに来た奴らは、な」
　彼らには申し訳ないことをした。正当防衛だとしても、殺人は殺人だ。もうそんなことが起こらないよう、終わらせないといけない。
　王女様は暫く考えた後、頷いた。
「分かったわ。信用したわけじゃないけど、外の様子を見てみたいから、先ずはここから出して頂戴」
「出してって……」
　よく見ると取っ手の上に、回転する蓋に隠れるようにして、カギ穴があった。中からは開けられないようだ。
「閉じ込められていたの？」

「この悪趣味な扉見れば分かるでしょ。私はここから一歩も出られないの」
「……ひどいな」

　俺は悪態をつく。まさに諸悪の根源と呼ぶに相応しい者がすることである。
「鍵はどこにあるか分かるか？」
「あいつが隠し持ってるはずよ。ここを占拠した人も分からないみたい」
「そうか……」
　国王に会うためには、見張りがついている以上俺が国王の敵であると知らしめなければいけない。そうすると国王はそんな奴相手にわざわざ鍵のありかを教えたりはしないだろう。この騒動の首謀者もまだ見つけていないというなら、今から俺が探し始めたところでそう簡単に見つかるとは思えなかった。失せ物を探す魔法なんてないし。
「そうだ！」
　俺は懐からペンライト型バーナーを取り出す。
「それって、兵士に支給されてる魔法具よね？　この部屋、全面魔法に対する耐性があるんだけど……」
「そうなのか？　まあ試してみるさ」
　扉から離れてくれ、と断りを入れると、王女様は素直にベッド近くまで後退した。俺は放出口を上に向けて、念を込める。
　爆発のような音がして、火柱が天井に当たった。危ない危ない、抑えて抑えて。
　短いながらも高温の炎をイメージした。火柱は徐々にその高さを下げていき、俺のイメージした通りの姿になる。白い光を煌々と放つ、炎の刃だ。
　刃を鍵穴の周りに当てる。最初は光の膜みたいなものに弾かれたが、押し込み続けるとやがてそれも消え、扉の切断が始まった。ぐるりと鍵穴を囲むように刃を通らせると、無造作に扉を開いた。
「…………信じらんない。熟練者十人居ても無理よ、こんなこと」
「ずるいよな、俺って」
　苦笑すると、王女様もぷっ、と吹き出した。
「ええそうね、ずるいわ」
　その笑顔が何だか可愛くて、俺は嬉しくなった。
「おお、ヒデオさま！」
　王女様に付き従った俺を見た国王の第一声がそれだった。牢獄でないとはいえ、毎日説得され、やつれていた顔に満面の笑みをはりつけている。「私は信じていました。きっと今回もヒデオさまが救ってくれると……！」
「悪いが、俺はあんたの敵だ」
　ばっさりと切り捨てると、国王は何を言っているのか分からないといった風に、「え？　……え？」と繰り返した。
　騒動を引き起こした張本人である、元守備兵団団長はずいと前に出た。
「彼の言った通り、彼はわしらに味方している。さあ、どうする国王？」

　高齢ながら渋くよく通る元団長の言葉を聞いてもなお、国王は「……え？」を繰り返している。王女様はため息をついた。
「駄目ね。これじゃ話にならないわ」
「事態が呑み込めるまで放っておきましょう」
　元団長の言葉に、部屋を出た。精神的に相当参っていたんだろう。そこに来て心の支えを失えば暫くは正気でいられないはずだ。彼の判断は実に正しかった。

「しかしあの時の子供が、もうこんなに大きくなっていたとはな。わしも年をとったものじゃ」
「あの時の俺を知っていたんですか？」
　広い廊下を歩きながら、元団長の言葉に反応する。
「当然じゃろう。ヒデオ殿のおかげで我が守備兵団も多くの血が流れずに済んだ。お主とは敵対する形で会いたくなかったが、まさかわしらの方についてくれるとはな。ありがとう」
「いえ、国王がこうなったのには、俺にも責任がありますし」
「馬鹿を言うな。お主は何も悪いことなどしておらん。お主の功績を自分の手柄のようにしたあの国王が悪いんじゃ。背負うでない」
「……そう、だったんだ。ごめん、ヒデオ。私、てっきりあんたとあいつはグルだと思ってた」
「いや、そう思うのも仕方ないだろ。最初に俺が会ったのは、国王側の人間だったし」
　ネイティアのことを思い出す。彼女はどうして、あんな国王に付き従っていたんだろう。
「それに俺、昔は残酷だったしな。悪く見られて当然だ」
　無邪気に敵兵を殺す人間だ。どう思われても文句は言えないだろう。
　だというのに、二人は同時に首を捻った。
「残酷、とな？」
「どうして？」
「どうしてって、そりゃ、俺は人殺しだったし」
「何を言っておる。お主は誰も殺しておらんじゃろ」
「それは私も知ってたけど。あんた、別のところで人殺してたの？」
「いや、あの戦争でだけど……」
　三者三様に首を傾げる。そこに、聞き覚えのある声が飛び込んできた。
「ヒデオさま！」
「え？」
　聞き間違いではなかった。見るとそこには、青い髪を揺らしながら駆けてくる白い軍服を着た少女がいた。
「ヒデオさま、これは一体どういうことですか？　王女様に、元守備兵団団長って、何をされたんですか？」
　その疑問はもっともだった。けれど俺はそれ以上に気になっていることがある。
「ネイティア、何で、生きて……」
「何でって、そりゃ、生きてますよ。死んでいませんもん」
　よくわからない理論だった。
「でも、銃で撃たれて」
　そこまで行っても、彼女はよくわからないというようにきょとんとしている。そしてこう答えた。

「え？　だってあれ、麻酔銃ですよ？　ヒデオさまの持っているものもそうじゃないですか」
エピローグ
　つまりは俺の勘違いだった、と。今回の件を総括するとそういうことだ。勿論、俺から見れば、ということなのだが。
　先ず俺は子供のときに人を殺したと思っていたが、そこが勘違いだった。俺が使っていたのは後にも先にも光線を当てた相手を眠らせる麻酔銃だそうで、それによる死者負傷者はゼロだった。無血で戦争を終わらした俺は、余計な血を流さず、兵士の家族に涙をさせなかったことから、血も涙もない戦いだったと評価されていたそうだ。紛らわしいこと甚だしい。
　そんなことにも気づかなかった俺は実に九年近く悶々としていたわけである。それを知ったネイティア、王女様、元団長さんは大笑いした。俺は最初、恥ずかしさで顔から火が出そうだったが、笑い声を聞いているうちに段々と落ち着き、泣き笑いを浮かべた。
「俺、人殺しなんかじゃなかったんだ」
　顔をくしゃくしゃにする俺に、三人は優しく笑いかけてくれた。
　クーデターについても同様だった。もっともこれは、俺でなくネイティアの勘違いだったのだが。
「もう国王にはついていけない！　って言ってるのを偶然聞いてしまって」
　ネイティアはちらと元団長を窺いながら、申し訳なさそうに話す。
「てっきりクーデターだと思って国王様に伝えたんです。でもまさか、雇用を求める抗議デモだったなんて……」
「国王がわしらを逆賊扱いしたと聞いた時は流石に見限ったが、まさかそんなことだったとはのう」
　お互い、話はよく聞くべきじゃな、と元団長さんは苦笑した。ネイティアは申し訳なさで俯いている。
　長く続いた戦争も終わり平和になったのと、俺と言うジョーカーを手にした国王は守備兵団などの組織をすぐに解体したのだという。ネイティア曰く、必要以上の武装をしてはまた戦乱が起こる、という考えの元らしいが、解体されたほうはたまったもんじゃなかった。何しろ食いぶちが無くなるのである。暫くは蓄えを切り崩したり、別の仕事に就いたりなどしてしのいできたが、今度は元々あった正規軍からも大量の失業者を出したため、完全に雇用不足となったのだ。元団長はそんな現状に我慢できず何とか雇用を生み出してもらおうと国王に直談判しようとした矢先、クーデターの首謀者と勘違いされ、そっちがその気なら、と本当に王城を制圧してしまったのだという。正規軍からの解雇は、残った正規軍にとってもいつ解雇されるかわかったもんじゃないと不安の種となり、大勢が寝返るきっかけになってしまった。
「もう少し考えが及ばなかったのかな？」
「当時のあいつは馬鹿みたいに平和だ友好だって豪語してたから、外交を重視してばかりで内政には目がいかなかったのよ」
　俺の疑問に、王女様はあきれた声で答えた。
「そのせいで私も、どこの誰とも知らない男と結婚させられそうになったりね」
「道理でわしらのしたことに寛容だったわけですな」
「ええ。文句言っても聞いてくれないし、逃げようとしたら閉じ込められるし、もうダメだって思ったときに内乱が起きたのよ？　嬉しいったらなかったわ」
　内乱を喜ぶ王女様というのはいかがなものかと思うが、それで俺も納得する。彼女は嫌がり、だからこそ王位が変わるような大事件を歓迎したのだ。その態度が兵士たちに恐ろしく映ったのも知らずに。
「それに相手の国の王が完全なイエスマンでね、あいつの言葉には全部賛成するの。それに気を良くしちゃったあいつに向こうから提案してきた政略結婚よ？　受けようとするなんて平和ボケしすぎ」
「……ごめん、俺が、強引に戦争終わらせちゃったから」
　あくまでも推測だが、誰も死なせないという俺の戦いぶりに、国王が感化されたという可能性は否定できない。普通じゃありえない方法が目の前で現実となったとき、それに憧れるという気持ちは理解できた。
「ヒデオ殿、もう自分を責めるでない。お主のしたことは褒められこそすれ、決してけなされるものではない」
「そうだよ。どう考えてもあいつが悪いんだし」
「……ありがとう」
　それを言ってから気づいた。そうだ、まだ彼女には言ってなかったな。
　俺はネイティアに振り向く。ネイティアは窺うようにこちらを見た。
「えっと、ネイティア」
「は、はい」
　どことなく緊張しているようなネイティアに、俺も自分の緊張を自覚する。どう言おうか、俺を救ってくれて、というのは違う気がするし、彼女にしたってそんなこと言われても何のことだかさっぱりだろう。謝るにしたって、わざわざこのタイミングで覚えていなくてごめんと言ったところで、曖昧にしか受け答えできないだろうし……。
　だから結局、「俺を庇ってくれてありがとう。それと、ひどいこといって、ごめん」と言った。これもこれで、言うべきことではあったが。
　頭を下げられたネイティアはというと、大げさに両手をぱたぱたと振って、「い、いえ、こちらこそ、私の勘違いで大変なご迷惑をおかけして、本当にごめんなさい。それと――」そこで、ネイティアは口ごもった。何かを考えている風だったが、やがて何かを諦めたように小さく息を吐いて、続けた。
「私の国を、救ってくださりありがとうございました」
いや、俺は何もと言おうとしたところで、残る二人にも礼を言われた。本当に内乱になりかけていたところを止めてくれてとのことだったが、やはり俺は何もしていない。勝手に首を突っ込んで、勝手に勘違いしただけだった。
それでも、俺が何かの力になれたという事実は、嬉しかった。
　そんなわけで一連の事件は終わった。短いながらも濃密な時間だったと振り返る。長年気にかけていたものが解決したんだから思い入れが深くなるのも当然だが、それにしてももう少し長くても良かったかな、と考える。九年来のトラウマがえぐられ、解決するのに二日程度しかかからなかったのだ。なんともあっさりしたものである。
　あれから向こうの世界には行っていない。そもそもこちらからは行けないのだが、何となくもう向こうの世界にいくことはないな、と思う。きっと俺なんかいなくても、向こうの世界はやっていける。寧ろ俺が必要になる事態なんか来ないほうがいい。
　恐らく今頃、国王は深い反省をして元兵士に向けた雇用を増やし、娘の意見も聞き入れているだろう。何となくそういったシーンをイメージして、軽く笑った。
　休日明けの月曜日、まだあの日から一週間も経っていないのに、俺はいつもと変わらない日常を過ごしていた。何だか不思議な気分だったが、これが元々正しいことなのだ。
「よーす、青木」
「よう村野」
「あれから大丈夫か？」
「何が？」
「いや、お前中二認定されてたからさ」
「ああ、昔のことだろ。掘り出されたところでもう何とも思わないさ」
「そうか？　それならいいんだけど」
「心配してくれてありがとうな」
「当然だろう、親友なんだから！」
「そうかそうか。ところで親友くん、勝手に俺を弾圧する裁判を開いたこと、俺はまだ許してないからな？」
「い、いや、あれはだな！」
　そこで朝のホームルーム開始を告げるチャイムが鳴った。ち、運のいいやつだ。
「おっとホームルームだ。そんじゃまた後でな！」
「おう。また、後で、な」
　後で、の部分を強く言うと村野の背中が震えた。くくく、精々怖がれ。もう私刑をする気はないがな。
　担任が入ってくる。さて今日も特に重要なお知らせはなさげかな、とぼんやり考えた。
「今日は皆さんに転入生を紹介します」
　その言葉に教室内は騒然となった。まじ？　この時期に？　引っ越しが間に合わなかったんだろ。様々な意見が飛び交う中、俺は心の中で、まさかな、と連呼していた。ははは、あり得ないあり得ない。
「では、入ってきてください」
　はい、という声には聞き覚えしかなかった。教室に入ってきた彼女を見て、大多数の人間が、あ、と声を上げる。
「青木ネイティアと申します。皆さんよろしくお願いいたします」
　ぺこり、と頭を下げる彼女に惜しみない拍手が送られた。どうやらこのクラスでの彼女の印象は想像以上に良かったらしい。村野は立ち上がって、「ヒデオの過去についてもっと詳しく！」と叫んでいる。おいこら貴様。
　ネイティアは一つだけ空いている最後列の座席に案内される。途中俺とすれ違い、にこっと微笑んで一言放った。
「王女様もいらっしゃってますよ」
　突っ伏した。その言葉が聞こえた俺の後ろの席の男子は、しきりに「王女様って何？」と俺に聞いてくる。俺が聞きたかった。何でいるのかと。
　はあ、と突っ伏したままため息をつく。平凡な日常は、どうやら消え去ったらしい。だがもしかしたら、いつの間にかこれが日常になるのかもな、とぼんやり考えた。
　そういえば。
　ネイティアはどうして、電気を知っていたんだろう。
「解決、かな？」
　遥か空の上から、シスカ王国を眺める姿があった。彼女の目には、肉眼では到底見えないはずの、広場で握手を交わしている初老の兵士と国王の姿が映っていた。
「そこそこイレギュラーはあったみたいだけど、ま、終わりよければ全て良しって言うしね」
　彼女は誰に見せるでもなくうんうんと頷いてみせる。
「そう言えばあの子、何て言ったかな？　確かこの辺りに住んでたと思うんだけどな。そう、ネイティアちゃんだ。やけに私らの世界を知りたがっていたけど、彼女、元気にしてるかな？」
　努力家の彼女を思い出し、思わず笑みがこぼれた。今頃きっと、あの人の輪の中で笑っているだろう。
「折角だから会いに行ってもいいけど、そろそろ行かないとだしね」
　彼女は、たん、と空を蹴った。それだけで彼女の体は風のごとく空を舞う。次なる目的地は、ここから遠く離れた場所だった。今回は多少情報を集めた段階で和解が知らされたため特にやることもなかったが、次はこうはいかないかもしれない。
「あの愚弟にも手伝ってほしいんだけどねえ」
　ため息とともに吐き出された呟きは、異国の空に消えた。
後書
　こんにちはジョーズです。午前四時三十五分です。これから寝ます。
　日曜日の朝はゆっくり眠っていて、また早起きしてもテレビなどみないため特撮返信ヒーローもののアニメは見なくなって久しいのですが、今考えるとあれ、結構残酷ですよね。あんまり書くとそういったジャンルに造詣の深い方からお叱りを受けそうなので自粛しますが、僕が中学生くらいのときでしょうか？　実のところ結構……といったことに気づき恐怖したりもしました。折角なので異世界チート系も書いてみようということでこんな作品に仕上がりましたが、どうでしょうか？　個人的にはチートの部分をもっと目立たせても良かったかもと思います。なら直せよ！　とつっこみが入りそうですが、これはこれでいいかなとも思っているので直しません。それじゃあ駄目だアドバイスをしてくださる稀有なお方からの感想をお待ちしております。つまりはそれ目的でもあります。
　今回書いた作品は、実のところ当初予定されていた作品ではありませんでした。しかしそちらをリライトしていくうちに間に合わんということで急きょこちらの作品を出させていただきました。書ききれなかった作品は後日出す予定ですのでそちらも是非。ちなみにファンタジーです。最近ファンタジーのネタばかり浮かびます。中二病でしょうか。
　それでは最後にお礼の言葉を。ここまで読んでくださった方、誠に有難うございます。今後ともどうぞ、農工大文芸部の部誌をお手にとっていただければ幸いです。
　それでは、ジョーズでした。
